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本
日
は
読
二
会
創
立
百
周
年
記
念
大
会
で
講
演
の
機
会
を
与
え
ら
れ
光
栄

に
存
じ
ま
す
。
私
は
読
史
会
あ
る
い
は
国
史
研
究
室
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
大
学
院
の
学
生
で
も
教
員
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
人
文
科
学
研
究
所
さ
ら
に
は
文
学
部
現
代
史
研
究
室
の
教
員

と
し
て
、
国
史
の
特
殊
講
義
や
演
習
を
担
当
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
中

心
か
ら
少
し
離
れ
た
立
場
の
話
と
し
て
お
聞
き
下
さ
い
。
ま
ず
は
じ
め
に
私

の
研
究
の
あ
ゆ
み
を
ざ
っ
と
お
話
し
し
て
、
そ
の
あ
と
、
研
究
を
可
能
に
し

て
く
れ
た
学
問
的
環
境
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
敬
称
は
略
し
て

「
さ
ん
」
づ
け
に
い
た
し
ま
す
。

［
　
仕
婁
の
あ
ら
ま
し

　
私
の
研
究
の
出
発
点
は
一
九
一
八
年
の
米
騒
動
で
し
た
。
こ
れ
は
卒
論
の

テ
ー
マ
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
卒
業
後
ま
も
な
く
幸
運
に
も
助
手
に
採

用
さ
れ
た
人
文
科
学
研
究
所
の
共
同
研
究
の
テ
ー
マ
で
し
た
。
井
上
清
・
渡

部
徹
編
著
『
米
騒
動
の
研
究
』
　
～
四
巻
（
有
斐
閣
、
一
九
五
九
～
六
　

年
）
の
う
ち
一
〇
府
県
を
担
当
し
、
ほ
か
に
総
括
と
も
い
う
べ
き
、
第
五
巻

に
「
米
騒
動
の
取
締
と
鎮
圧
」
「
米
騒
動
研
究
の
あ
ゆ
み
」
の
二
章
を
書
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
と
併
行
し
て
渡
部
徹
編
著
『
京
都
地
方
労
働
運
動
史
』

（
同
編
纂
会
、
一
九
五
九
年
）
の
大
正
時
代
の
部
分
を
担
当
し
、
そ
れ
を
契

機
に
日
本
労
働
運
動
の
主
流
と
も
い
う
べ
き
、
友
愛
会
一
日
本
労
働
総
同

盟
の
成
立
過
程
を
調
べ
、
普
通
選
挙
運
動
研
究
（
明
治
・
大
正
初
期
）
と
と

も
に
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
研
究
臨
（
青
木
書
店
、
一
九
六
六
年
）
を
ま

と
め
ま
し
た
。
私
の
学
問
的
出
発
点
が
民
衆
運
動
史
研
究
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

そ
の
後
の
私
の
政
治
史
研
究
に
強
い
特
色
を
与
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
政
治

史
研
究
者
が
藩
閥
と
か
政
党
と
か
権
力
側
の
研
究
か
ら
出
発
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
私
の
場
合
は
民
衆
の
側
か
ら
、
地
方
の
側
か
ら
歴
史
を
構
成
す
る

姿
勢
が
つ
き
ま
と
う
の
で
す
。

　
私
の
政
治
史
研
究
は
一
九
六
〇
年
安
保
闘
争
に
触
発
さ
れ
て
書
い
た
、
B
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本
史
研
究
会
大
会
報
告
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
政
治
過
程
－
普
通
選

挙
問
題
を
中
心
に
…
」
（
隅
日
本
史
研
究
騙
5
3
、
一
九
六
一
年
）
に
始
ま
り

ま
す
。
こ
れ
を
さ
ら
に
ふ
く
ら
ま
せ
て
擬
石
波
講
座
　
日
本
歴
史
臨
（
一
九

六
三
年
）
に
書
い
た
「
政
党
政
治
の
発
展
」
は
前
記
の
姿
勢
と
と
も
に
、
そ

れ
ま
で
の
政
治
史
の
藩
閥
勢
力
対
政
党
勢
力
の
抗
争
の
構
図
に
対
し
、
帝
国

主
義
権
力
対
政
治
的
自
由
を
求
め
る
民
衆
勢
力
の
視
点
を
打
出
し
た
も
の
で

す
。
『
民
本
主
義
の
潮
流
聴
（
文
英
堂
版
噌
国
民
の
歴
史
』
（
2
1
）
、
一
九
七
〇

年
）
、
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
騙
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）
、
『
普
通
選
挙

制
度
成
立
史
の
研
究
職
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
は
そ
の
延
長
線
上
の

仕
事
で
す
。

　
一
九
七
一
年
に
人
文
研
か
ら
文
学
部
の
現
代
史
教
室
に
移
っ
た
あ
と
、
戦

後
史
を
手
が
け
ま
し
た
。
現
代
史
撮
当
と
い
う
手
前
と
、
岩
波
講
座
日
本
歴

史
（
戦
後
第
二
次
）
の
近
現
代
担
当
の
編
集
委
員
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。
四
人
の
編
集
委
員
の
間
で
は
、
戦
後
史
競
究
を
促
進
す
る
た
め
四

人
と
も
執
筆
に
参
加
し
よ
う
と
い
う
申
合
せ
が
で
き
ま
し
た
（
実
行
し
な
か

っ
た
人
も
い
ま
し
た
が
）
。
「
旧
支
配
体
制
の
解
体
」
と
題
す
る
講
座
論
文
を

出
発
点
と
し
て
、
『
国
際
国
家
へ
の
出
発
騙
（
集
英
社
版
『
日
本
の
歴
史
馳
2
1
、

一
九
九
三
年
）
と
『
戦
後
日
本
へ
の
出
発
騙
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）

の
二
冊
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
主
と
し
て
大
正
期
に
活
躍
し
た
人
の
思
想
と
行
動
に
つ
い
て
幾

つ
か
の
論
文
を
書
き
ま
し
た
。
人
の
思
想
は
著
作
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
。

行
動
に
こ
そ
思
想
が
現
わ
れ
る
と
い
う
の
が
私
の
立
場
で
す
。
『
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
群
像
撫
（
岩
波
書
店
、
～
九
九
〇
年
）
『
大
正
時
代
の
先
行
者
た

ち
騙
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
『
民
本
主
義
と
帝
国
主
義
盛
（
み
す
ず
書

房
、
一
九
九
八
年
）
職
わ
が
近
代
日
本
人
物
誌
臨
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇

年
）
が
そ
の
所
産
で
す
。

二
　
国
史
研
究
室
の
伝
統

　
次
に
私
の
学
問
を
育
て
て
く
れ
た
環
境
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。
第
一
は
京

大
の
国
史
研
究
室
に
つ
い
て
で
す
。
私
は
新
制
大
学
卒
業
の
研
究
者
に
比
べ

れ
ば
研
究
室
に
な
じ
み
が
薄
い
の
で
す
。
旧
制
の
大
学
院
に
は
籍
を
置
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
図
書
館
利
用
と
国
鉄
の
学
生
割
引
利
用
の
た
め
で
し
た
。

そ
れ
も
六
ヵ
月
間
だ
け
で
、
人
文
研
の
助
手
に
採
用
さ
れ
ま
す
と
、
退
学
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
教
諭
は
学
生
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で

す
。
し
た
が
っ
て
研
究
室
に
い
た
の
は
学
部
の
三
年
間
だ
け
で
す
が
、
き
わ

め
て
自
由
に
す
ご
す
ご
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
論
で
米
騒
動
と
い
う
物
騒
な

テ
ー
マ
を
選
ん
で
も
、
や
め
て
お
け
と
い
う
声
は
ど
こ
か
ら
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
当
時
は
戦
後
民
主
主
義
の
空
気
の
中
で
、
あ
た
り
前
の
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
京
大
の
伝
統
た
る
自
由

の
学
風
が
国
史
研
究
室
に
も
及
ん
で
い
た
と
解
す
べ
き
だ
と
今
日
で
は
考
え
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て
い
ま
す
。

　
つ
い
で
に
申
せ
ば
、
私
が
国
史
の
授
業
担
当
を
は
じ
め
て
委
嘱
さ
れ
た
の

は
一
九
六
六
年
の
こ
と
で
す
が
、
小
葉
田
淳
教
授
の
注
文
は
「
君
の
一
番
得

意
な
と
こ
ろ
を
や
っ
て
下
さ
い
」
の
一
言
だ
け
で
し
た
。
他
教
室
で
は
必
ず

し
も
同
様
で
な
か
っ
た
こ
と
も
知
っ
て
い
ま
す
。

　
東
京
大
学
の
国
史
学
科
で
は
、
五
十
年
以
内
の
歴
史
、
す
な
わ
ち
現
代
史

は
卒
論
の
対
象
と
し
て
は
不
適
当
だ
と
い
う
不
文
律
が
、
戦
後
も
し
ば
ら
く

は
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
れ
を
犯
す
と
就
職
の
世
話
を
し
て
も
ら
え

な
か
っ
た
り
、
一
九
五
六
年
の
下
村
富
士
男
助
教
授
着
任
ま
で
は
新
制
の
大

学
院
に
入
れ
な
か
っ
た
り
と
い
う
状
況
が
続
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は

私
よ
り
｝
年
後
に
東
大
国
史
を
卒
業
し
た
一
友
人
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

不
文
律
の
根
拠
は
、
戦
前
に
お
け
る
日
本
史
の
標
準
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
た
東

大
教
授
黒
板
勝
美
『
更
訂
国
史
の
研
究
』
総
説
篇
（
岩
波
書
店
、
一
九
＝
＝

年
）
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
三
五
七
ペ
ー
ジ
）
。

こ
・
に
；
航
し
た
き
は
、
最
近
世
及
び
現
代
と
い
は
れ
て
み
る
時
代
を

こ
・
に
入
れ
て
は
置
い
た
が
、
そ
の
研
究
は
史
料
等
の
関
係
か
ら
大
に

困
難
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
専
門
的
に
い
へ
ば
五
十
年

以
内
を
歴
史
と
し
て
取
扱
ふ
べ
き
や
否
や
は
論
議
せ
ら
れ
得
べ
き
も
の

で
あ
っ
て
、
活
動
し
た
人
々
が
猶
ほ
生
存
し
て
み
る
も
の
も
少
く
な
い

し
、
資
料
の
如
何
に
よ
っ
て
は
之
を
公
に
す
る
こ
と
が
、
そ
の
人
々
の

利
害
に
関
係
を
有
す
る
の
み
な
ら
ず
、
外
交
や
軍
事
や
国
家
の
休
戚
に

も
影
響
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
秘
密
に
附
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
も
の
も
多
い
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
多
く
表
面
に
現
れ
た
事
柄
の

み
に
よ
っ
て
、
之
を
叙
述
し
論
評
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
そ
の
真

相
を
捉
へ
て
公
平
な
る
批
判
を
下
す
こ
と
は
甚
だ
困
難
と
い
は
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
に
歴
史
家
と
し
て
も
、
現
在
直
接
に
国
家
の
利
害
等
に

関
係
あ
る
史
実
を
暴
露
す
る
が
如
き
挙
動
に
出
で
・
、
自
ら
快
と
す
る

は
固
よ
り
国
民
と
し
て
よ
く
忍
ん
で
為
し
得
ら
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

さ
れ
ど
最
近
世
史
の
必
要
な
こ
と
も
政
治
家
、
実
業
家
は
た
教
育
家
等

に
も
痛
感
せ
ら
れ
て
る
る
か
ら
出
来
得
る
だ
け
現
在
の
諸
問
題
に
史
的

研
究
を
加
へ
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
に
は
ま
た
国
史
を
研
究
す
る
も

の
・
任
務
で
あ
ら
う
。

　
簡
単
に
申
せ
ば
、
資
料
が
少
な
い
上
に
、
国
家
的
利
益
を
そ
こ
な
い
か
ね

な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
里
…
板
さ
ん
は
い
か
に
も
羽
仁
五
郎
さ

ん
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
人
ら
し
く
、
現
代
史
研
究
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は

な
い
こ
と
は
、
お
わ
り
の
部
分
で
よ
く
わ
か
り
ま
す
が
、
未
熟
な
学
生
の
卒

論
で
は
扱
う
べ
き
で
な
い
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
京
大
国
史
で
は
む
し
ろ
現
代
史
研
究
尊
重
の
気
風
が
三
浦
周
行
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先
生
が
読
史
会
を
創
め
ら
れ
た
と
き
か
ら
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
三
浦
さ
ん

の
学
風
に
つ
い
て
は
朝
尾
直
弘
さ
ん
が
次
の
よ
う
に
的
確
に
と
ら
え
て
い
ま

す
（
三
浦
一
国
史
上
の
社
会
問
題
藤
岩
波
文
庫
版
、
～
九
九
〇
年
、
の
解

説
）
。

著
者
は
現
実
社
会
の
動
向
に
無
関
心
で
は
お
れ
な
い
た
ち
の
史
家
で
あ

っ
た
。
し
か
も
自
分
の
研
究
成
果
を
で
き
る
だ
け
早
く
社
会
に
公
表
し
、

「
社
会
の
諒
解
と
批
判
と
を
求
」
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
と
学
問

（
史
学
）
と
の
そ
れ
ぞ
れ
健
全
な
発
達
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
信

じ
た
史
家
で
あ
っ
た
（
『
日
本
史
の
研
究
幅
第
一
輯
自
序
）
。

　
こ
の
学
風
が
初
期
の
読
史
会
に
は
色
濃
く
反
映
し
て
い
ま
す
。
｝
九
＝

年
～
二
月
二
日
の
第
二
回
大
会
の
テ
ー
マ
は
「
国
史
上
よ
り
見
た
る
支
那
動

乱
」
で
、
明
ら
か
に
辛
亥
革
命
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
　
九
一
四
年
三
月
一

三
日
例
会
で
は
三
浦
さ
ん
自
ら
が
「
近
時
政
界
の
史
的
批
判
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
大
正
政
変
の
最
中
シ
ー
メ
ン
ス
事
件
で
山
本
権
兵
衛
内
閣
が
三
月
二

四
日
に
倒
れ
る
直
前
で
す
。
～
九
一
八
・
一
九
の
両
年
度
の
大
会
テ
ー
マ
は

連
続
し
て
「
国
史
上
の
社
会
問
題
」
で
す
。
～
九
二
六
年
大
会
の
テ
ー
マ
は

明
治
史
で
し
た
。
一
九
三
〇
年
一
一
月
に
発
行
さ
れ
た
「
読
史
会
二
十
年

史
」
で
西
田
直
二
郎
さ
ん
は
、
「
時
局
と
歴
史
研
究
、
時
事
問
題
の
歴
史
的

立
場
の
批
判
が
読
史
会
大
会
な
る
も
の
に
於
て
特
に
発
揮
さ
れ
た
」
と
記
し

て
い
ま
す
。

　
現
代
史
へ
の
関
心
の
強
さ
は
国
史
研
究
室
だ
け
で
は
な
く
、
史
学
科
共
通

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
西
洋
史
で
は
中
世
史
の
原
勝
郎
さ
ん
が
岡
世
界
大
戦

史
』
（
同
文
館
、
一
九
二
五
年
）
を
著
し
、
東
洋
史
で
は
内
藤
湖
南
さ
ん
の

『
支
那
扇
晦
（
文
会
堂
書
店
、
一
九
～
四
年
）
あ
り
、
講
座
数
の
多
か
っ
た

東
洋
史
で
は
矢
野
仁
一
さ
ん
が
清
末
以
来
の
外
交
史
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。

　
国
史
研
究
室
の
近
代
史
へ
の
関
心
の
強
さ
が
、
ど
の
程
度
卒
業
論
文
に
反

映
さ
れ
て
い
る
か
。
各
年
度
の
卒
論
で
近
代
（
幕
末
明
治
維
新
期
以
降
）
を

主
題
し
て
い
る
も
の
の
数
を
調
べ
た
の
が
次
の
表
で
す
。

　
残
念
な
こ
と
に
卒
論
が
す
べ
て
は
保
存
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
近
代
史
関

係
論
文
数
の
正
確
な
こ
と
は
不
明
で
す
が
、
大
体
の
傾
向
は
わ
か
り
ま
す
。

東
大
の
場
合
と
比
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。
一
九
二
四
年
す

な
わ
ち
大
正
末
年
ま
で
、
近
代
関
係
卒
論
は
皆
無
の
よ
う
で
す
。
昭
和
初
年

に
か
な
り
の
数
が
み
ら
れ
る
の
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
興
隆
と
「
明
治
文
化
全

集
」
の
刊
行
の
直
接
・
間
接
の
影
響
で
し
ょ
う
。
戦
時
下
も
細
々
な
が
ら
近

代
関
係
卒
論
の
提
出
が
続
い
て
い
ま
す
。
敗
戦
直
後
の
時
期
は
意
外
に
も
さ

ほ
ど
数
は
ふ
え
て
い
ま
せ
ん
。
の
ち
著
名
な
近
代
史
家
に
な
る
岩
井
忠
熊
さ

ん
は
近
世
の
宇
和
島
藩
、
臼
井
勝
美
さ
ん
（
と
も
に
一
九
四
八
年
卒
）
は
鎌

倉
期
の
宮
廷
、
山
本
四
郎
さ
ん
（
一
九
四
九
年
卒
）
は
江
戸
中
期
以
降
の
西
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卒業年次 卒論総数 近代史関係 卒業年次 卒論総数 近代史関イ系

1910 7 0 1934 17 2

1911 1 0 1935 21 3

1912 4 0 1936 16 1

1913 2 0 1937 20 2

1914 2 0 1938 28 2

1915 2 0 1939 20 3

1916 1 0 1940 18 2

1917 2 0 1941 15 3

1918 5 0 1942 14 2

1919 2 0 1943 16 1

1920 1 0 1944 14 0

1921 1 0 1945 3 0

1922 1 0 1946 10 0

1923 2 0 1947 10 1

1924 2 0 1948 32 4

1925 3 3 1949 40 3

1926 3 0 1950 21 3

1927 7 1 1951 8 0

1928 9 1 1952 9 2

1929 7 4 1953 8 4

1930 24 0 1953（新） 9 1

ユ931 15 0 1954 7 1

1932 18 1 1955 11 5

1933 16 0 1956 15 4

洋
文
化
受
容
を
主
題
と
し
て
い
ま
す
。
卒
論
申
近
代
関

係
が
か
な
り
の
割
合
を
占
め
る
の
は
一
九
五
二
年
か
ら

の
よ
う
で
す
。
私
の
＝
九
一
八
年
米
騒
動
」
以
前
の

新
し
い
時
期
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
片
岡
友
治

「
明
治
時
代
に
於
け
る
社
会
問
題
と
し
て
の
労
働
運
動

に
就
て
」
（
一
九
四
九
年
）
、
松
原
眞
理
子
「
福
田
英
子

の
社
会
的
自
覚
的
と
実
践
」
（
一
九
五
〇
年
）
が
あ
り

ま
す
。
松
原
さ
ん
と
同
期
の
藤
原
剛
さ
ん
（
毎
日
新
聞

記
者
）
は
卒
論
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
フ
ァ
シ

ズ
ム
関
連
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
歴
史
研
究
者
が
現
代
に
関
心
を
抱
く
場
合
、

そ
の
現
代
を
ど
う
い
う
方
向
に
導
こ
う
と
し
た
い
の
か

が
問
わ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
三
浦
先
生
の
場
合
「
内

に
立
憲
主
義
、
外
に
帝
国
主
義
」
と
い
う
、
日
露
戦
争

後
の
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
初
期
段
階
の
色
彩
が
濃
い
よ

う
で
す
。
三
浦
さ
ん
は
第
一
次
護
憲
運
動
を
「
社
会
の

進
運
上
当
然
の
経
過
」
と
支
持
さ
れ
な
が
ら
（
「
史
家

よ
り
観
た
る
大
正
時
代
」
｝
九
＝
二
年
六
月
、
三
浦

『
現
代
史
観
』
古
今
書
院
、
一
九
二
二
年
所
収
）
、
一

方
で
は
三
・
一
運
動
後
も
朝
鮮
の
同
化
政
策
を
支
持
し
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た
り
（
「
朝
鮮
は
同
化
す
べ
き
か
」
一
九
一
＝
年
七
月
、
三
浦
『
現
代
史
観
㎞
、

ま
た
政
権
掌
握
直
前
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
こ
と
会
見
し
、
そ
の
暴
力
的
な
傾
向
に

疑
問
を
呈
し
な
が
ら
も
「
愛
国
的
熱
情
」
に
共
鳴
し
た
り
し
て
い
ま
す

（「

?
ッ
ソ
リ
ー
ニ
氏
と
語
る
」
～
九
二
二
年
六
月
、
三
浦
咽
欧
米
観
察

過
去
よ
り
現
代
へ
漏
内
外
出
版
、
一
九
二
六
年
）
。

　
三
浦
さ
ん
が
九
月
六
日
に
逝
去
さ
れ
た
直
後
に
満
州
事
変
が
勃
発
し
、
十

五
年
戦
争
の
時
代
に
入
り
ま
す
が
、
読
史
会
の
現
代
に
対
す
る
関
心
は
戦
争

協
力
と
反
対
と
に
二
分
化
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
反
対
派
が
圧
倒
的
に
少
数

派
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
代
表
的
入
物
が
清
水
三
男
さ
ん
で
あ
っ
た
こ

と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
他
方
、
奇
し
く
も
協
力
派
の
筆
頭
に
な
っ

た
の
が
、
清
水
氏
と
同
じ
一
九
三
一
年
二
月
卒
業
の
吉
田
三
郎
さ
ん
で
し
た
。

私
の
知
る
限
り
お
そ
ら
く
西
田
直
二
郎
教
授
の
引
き
で
し
ょ
う
が
、
一
九
三

四
年
に
圖
民
精
神
文
化
研
究
所
の
助
手
に
な
り
、
一
九
四
〇
年
に
は
そ
の
正

式
所
員
に
昇
任
し
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
開
始
の
年
に
は
京
大
国
史
の
講
師
に

招
か
れ
ま
す
。
翌
年
興
亜
練
成
所
練
成
官
に
移
り
、
国
民
精
神
文
化
研
究
所

の
方
は
兼
官
と
な
り
ま
す
（
以
上
『
職
員
録
』
各
年
度
）
。
清
水
さ
ん
に
先

立
っ
て
、
一
九
四
五
年
六
月
に
逝
去
さ
れ
て
い
ま
す
が
戦
死
か
ど
う
か
死
因

は
不
明
で
す
。

　
吉
田
さ
ん
に
は
『
日
本
建
設
史
論
臨
（
世
界
創
造
社
、
～
九
三
九
年
）
、

『
思
想
戦
』
（
国
民
精
神
文
化
研
究
所
、
～
九
四
～
年
）
、
『
米
国
の
野
望
を

撃
つ
舳
（
講
談
社
、
一
九
四
一
年
）
の
三
冊
の
単
著
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
日
本
史
は
欧
米
史
学
の
影
響
下
に
あ
る
「
植
民
地
人
」
の
作
で
あ
り
、

こ
れ
を
総
否
定
し
て
「
わ
が
国
体
・
国
民
精
神
の
原
理
を
關
明
し
、
国
民
文

化
を
啓
発
し
、
外
来
思
想
を
批
籾
し
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
に
足
る

理
論
体
系
」
を
建
設
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
清
水
三
男
さ
ん
に
つ

い
て
は
そ
の
業
績
と
人
柄
に
つ
い
て
は
多
く
の
人
が
語
っ
て
い
ま
す
が
、
吉

田
さ
ん
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
調
べ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
北
山
茂
夫
「
日
本

近
代
史
学
の
発
展
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
別
巻
1
、
一
九
六
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
京
大
卒
業
直
後
の
仕
事
に
簡
単
に
言
及
し
て
い
る
て
い
ど
で
す
。
造
田
教

授
が
そ
の
主
著
『
日
本
文
化
史
序
説
』
の
趣
旨
を
否
定
す
る
吉
田
さ
ん
を
ど

う
し
て
國
史
の
講
師
に
招
い
た
の
か
。
そ
う
い
う
問
題
も
ふ
く
め
て
、
戦
時

下
の
読
史
会
に
は
究
明
す
べ
き
問
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
　
師
　
匠
　
た
　
ち

　
ま
ず
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
北
山
茂
夫
さ
ん
で
す
。
日
本
古
代
史
研
究
で

多
く
の
業
績
の
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。
同
じ
羽
仁
五
郎
門
下
の

松
江
の
藤
原
治
さ
ん
の
す
す
め
で
う
か
が
っ
た
の
で
す
が
、
お
宅
が
下
宿
の

近
所
だ
っ
た
の
で
、
入
学
早
々
か
ら
よ
く
訪
れ
ま
し
た
。
高
校
生
気
分
で
勝

手
に
だ
べ
り
に
行
く
の
で
、
北
山
さ
ん
は
ね
を
上
げ
て
、
学
問
上
の
話
な
ら

相
手
に
な
る
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
来
る
な
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
引
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下
が
ら
ず
に
学
問
上
の
話
題
を
こ
し
ら
え
て
お
し
か
け
、
先
生
根
負
け
の
形

で
内
弟
子
同
然
と
な
り
、
一
九
八
四
年
は
じ
め
の
没
時
に
い
た
り
ま
し
た
。

私
は
京
大
に
入
っ
た
と
き
は
中
世
史
を
勉
強
す
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
現
代

史
に
転
向
し
た
の
は
北
山
さ
ん
の
す
す
め
に
し
た
が
っ
た
か
ら
で
す
。
三
〇

年
以
上
に
わ
た
り
、
私
の
文
章
は
原
稿
の
段
階
で
読
ん
で
い
た
だ
き
、
的
確

な
注
意
を
受
け
ま
し
た
。
先
生
は
あ
と
で
お
話
す
る
井
上
清
さ
ん
同
様
、
通

史
の
書
け
る
史
家
で
し
た
か
ら
、
そ
れ
が
可
能
だ
っ
た
の
で
す
。
読
書
の
指

南
も
受
け
ま
し
た
。
私
が
中
野
重
治
氏
に
接
近
し
、
『
中
野
重
治
訪
問
記
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
）
と
い
っ
た
本
を
書
く
に
い
た
っ
た
の
も
、
北

山
さ
ん
が
中
野
さ
ん
と
親
交
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
人
生
百
般
に
わ
た
り
相
談
に
の
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
｝
九
七
一
年
、
私

が
人
文
研
か
ら
紛
争
渦
中
の
文
学
部
に
移
る
と
き
も
、
尻
を
叩
く
よ
う
に
励

ま
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
は
学
生
あ
っ
て
の
大
学
だ
。
学
生
と
取
組
み
合
わ
な

い
で
は
教
師
の
学
問
は
伸
び
な
い
。
た
し
か
に
そ
の
通
り
で
し
た
。
文
学
部

に
移
っ
て
か
ら
私
は
　
度
も
実
家
の
入
文
研
に
舞
戻
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
に
井
上
清
さ
ん
。
私
が
一
九
～
八
年
の
米
騒
動
を
卒
論
の
対
象
と
し
た

の
は
京
大
入
学
早
々
手
伝
っ
た
羽
仁
五
郎
さ
ん
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
、
事

務
長
の
井
上
さ
ん
に
す
す
め
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
私
が
人
文
研
助
手
に
採
用

さ
れ
た
次
の
年
の
一
九
五
四
年
に
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
、
一
六
年
間
常

に
共
同
研
究
班
長
と
し
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
所
外
の
活
動
（
講
演
そ
の

他
）
で
多
忙
の
た
め
か
、
よ
く
研
究
会
で
居
眠
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
報

告
が
終
っ
た
途
端
に
眼
を
覚
し
、
的
確
な
質
問
や
意
見
を
の
べ
ら
れ
る
の
に

は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
マ
ル
キ
ス
ト
で
し
た
が
、
発
想
は
き
わ
め
て
自
由
柔

軟
で
、
著
書
論
文
よ
り
も
研
究
班
で
の
談
論
に
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
「
歴
史
学
は
有
難
い
学
問
だ
。
歴
史
的
事
実
と
い
う
共
通
の
土
俵
で
勝

負
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
」
と
い
う
言
葉
が
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
で
も
研
究
所
員
が
各
学
部
の
授
業
を
担
当
す
る
の
が
～
般
的
で
し
た

が
、
札
付
き
の
マ
ル
キ
ス
ト
を
警
戒
し
て
、
文
学
部
教
授
会
は
井
上
さ
ん
を

授
業
担
当
に
招
き
入
れ
ま
ぜ
ん
で
し
た
。
私
は
当
時
の
貝
塚
茂
樹
研
究
所
長

に
た
の
ま
れ
て
国
史
研
究
室
の
院
生
に
、
文
学
部
と
入
群
雄
と
の
関
係
が
ま

ず
く
な
る
か
ら
、
井
上
さ
ん
の
招
聰
運
動
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
と
説
得
に
行

き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
井
上
さ
ん
が
自
宅
で
レ
ー
ニ
ン
全
集
の
読
書
会
を
開
か
れ
る
と
、

国
史
の
卒
業
生
と
院
生
が
こ
れ
に
参
加
し
、
あ
た
か
も
国
史
の
井
上
ゼ
ミ
の

観
を
呈
し
ま
し
た
。
中
塚
明
・
江
口
圭
一
・
松
浦
玲
・
岩
村
登
志
炎
・
里
上

龍
平
・
芝
原
拓
自
・
鈴
木
良
・
安
丸
良
夫
・
佐
々
木
隆
爾
・
広
田
昌
希
、
ほ

か
に
同
志
社
の
山
本
明
・
君
村
昌
両
君
も
加
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
日
本
近

代
史
研
究
の
第
一
線
に
立
ち
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
入
た
ち
が
こ
の
ゼ
ミ
で

育
っ
た
の
で
す
。
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レ
ー
ニ
ン
読
書
会
で
は
井
上
さ
ん
の
方
針
で
『
ロ
シ
ア
に
お
け
る
資
本
主

義
の
発
達
臨
と
か
『
国
家
と
革
命
騙
と
か
有
名
な
著
作
で
は
な
く
、
一
九
〇

五
年
か
ら
一
九
一
七
年
に
か
け
て
の
、
つ
ま
り
二
つ
の
ロ
シ
ア
革
命
の
問
の
、

レ
ー
ニ
ン
の
政
治
小
論
文
を
読
む
こ
と
に
終
始
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
社

会
主
義
革
命
の
前
提
と
し
て
の
帝
国
主
義
に
対
す
る
民
主
主
義
闘
争
の
重
要

性
を
学
び
、
こ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
普
通
選
挙
を
ふ
く
む
政
治
的
自
由
の

問
題
を
軸
と
す
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
史
籍
の
構
築
を
試
み
た
の
で
す
。

レ
ー
ニ
ン
読
書
会
の
メ
ン
バ
ー
は
す
な
わ
ち
日
本
史
研
究
会
近
代
史
部
会
の

主
力
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
討
論
を
経
て
一
九
六
〇
年
取
の
日
本
史

研
究
会
大
会
で
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
政
治
過
程
」
（
『
日
本
史
研
究
匝
、

　
九
六
一
年
）
を
報
告
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
私
の
社
会
運
動
史
か
ら
政
治
史

へ
の
転
進
の
始
ま
り
で
す
。

　
最
後
に
渡
部
徹
さ
ん
。
私
に
人
文
研
が
助
手
を
公
募
す
る
の
で
受
け
て
み

な
い
か
と
す
す
め
て
下
さ
っ
た
の
が
渡
部
さ
ん
で
し
た
。
私
は
当
時
京
都
府

立
図
書
館
の
臨
時
職
員
で
、
本
採
用
に
な
る
の
を
目
指
し
て
い
た
の
で
、
た

ま
た
ま
先
生
の
部
廃
に
訪
れ
な
か
っ
た
ら
助
手
公
募
の
件
は
知
ら
ず
に
終
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
卒
論
を
書
く
と
き
資
料
を
拝
借
に
う
か
が
っ
た
縁
で
す
。

経
済
学
部
の
社
会
政
策
ゼ
ミ
に
顔
を
出
し
て
い
た
岸
本
英
太
郎
教
授
の
紹
介

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
渡
部
さ
ん
は
井
上
班
の
事
務
局
長
で
し
た
。
井
上
班
が
次
々
と
大
部
の
研

究
報
告
書
を
公
刊
で
き
た
の
は
先
生
の
実
務
家
的
手
腕
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
か
っ
た
の
で
す
。
渡
部
さ
ん
に
米
騒
動
研
究
班
と
は
別
に
朝
田
善
之
助
氏

と
組
ん
で
『
京
都
地
方
労
働
運
動
史
撫
（
｝
九
五
九
年
刊
）
を
編
集
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
の
日
本
各
地
域
の
労
働
運
動
史
編
集
の
模
範
と
な
り

ま
し
た
。
特
色
は
ま
だ
生
存
中
の
運
動
家
約
一
〇
〇
人
か
ら
聞
取
り
を
行
っ

た
こ
と
で
す
。
近
頃
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
い
う
手
法
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
半
世
紀
も
前
に
渡
部
先
生
は
実
行
さ
れ
た
の
で
す
。
私
は
二
年

闘
く
ら
い
休
日
返
上
で
聞
書
を
と
り
に
行
き
ま
し
た
。
高
山
義
三
・
辻
井
民

之
助
・
水
谷
長
三
郎
・
谷
口
善
太
郎
な
ど
の
名
士
が
ま
だ
健
在
で
し
た
。
聞

取
り
の
技
術
を
身
に
つ
け
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
大
正
時
代
を
担

当
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
作
業
の
申
で
友
愛
会
や
普
通
選
挙
運
動
と
い
う
研

究
テ
ー
マ
を
つ
か
ん
だ
の
で
す
。

四
京
都
と
東
京

　
レ
ー
ニ
ン
読
書
会
の
仲
聞
に
師
岡
佑
行
、
馬
原
鉄
男
、
秋
定
慕
暴
君
ら
立

命
勢
を
加
え
た
の
が
日
本
史
研
究
会
近
代
史
部
会
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
日

本
史
研
究
会
は
東
京
の
歴
史
学
研
究
会
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
ま
し
た

が
そ
の
支
部
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
共
に
共
産
党
の
影
響
下
に
あ
り
ま

し
た
が
、
東
京
と
京
都
の
距
離
に
起
因
す
る
差
が
あ
り
ま
し
た
。
近
代
史
研

究
に
は
資
料
収
集
の
点
で
は
圧
倒
的
に
東
京
が
有
利
で
す
。
国
会
図
書
館
、
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東
大
明
治
文
庫
・
新
聞
研
究
所
、
大
原
社
会
問
題
研
究
所
な
ど
す
べ
て
東
京

一
極
集
中
で
す
。
し
か
し
東
京
は
政
治
の
中
心
で
あ
り
、
研
究
者
は
モ
ロ
に

政
治
の
影
響
を
受
け
ま
す
。
共
産
党
内
の
抗
争
は
直
接
歴
史
学
研
究
会
に
影

響
し
ま
し
た
。
も
し
私
が
東
京
の
大
学
に
進
ん
だ
な
ら
ば
も
み
苦
茶
に
さ
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
資
料
の
収
集
は
年
に
何
回
か
上
京
す
る
こ
と
で
可
能
で
す
。
京
都
は
東
京

か
ら
遠
か
ら
ず
近
か
ら
ず
、
ほ
ど
よ
い
距
離
に
あ
る
こ
と
が
、
私
の
近
代
史

研
究
に
有
利
に
働
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
現
在
は
共
産
党
の
歴
史
学
界
へ
の

影
響
力
は
お
と
ろ
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
東
京
は
い
ぜ
ん
政
治
の
中
心
地
で

あ
り
、
学
界
の
動
向
も
東
京
に
左
右
さ
れ
が
ち
と
い
う
事
情
は
変
り
あ
り
ま

せ
ん
。
京
都
が
東
京
か
ら
ほ
ど
よ
い
距
離
に
あ
る
こ
と
の
有
利
さ
は
、
現
在

も
続
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
資
料
収
集
の
不
便
さ
を
つ
ぐ
な
っ
て
く
れ
た
も
う
～
つ
の
点
は
、
東
京
に

す
ぐ
れ
た
先
輩
や
友
人
た
ち
を
持
っ
た
こ
と
で
す
。
藤
原
彰
さ
ん
は
井
上
門

下
で
一
九
五
四
年
に
米
騒
動
資
料
を
東
京
か
ら
運
び
込
ん
で
下
さ
っ
た
と
き

以
来
、
親
し
く
な
り
ま
し
た
。
以
来
一
九
七
四
年
ま
で
の
二
〇
年
間
、
東
京

で
の
常
宿
は
藤
原
邸
で
し
た
。
藤
原
さ
ん
を
介
し
て
今
井
清
一
、
犬
丸
義
一
、

宇
野
俊
一
、
神
田
文
人
、
由
井
正
臣
、
古
屋
哲
央
、
粟
屋
憲
太
郎
氏
ら
を
知

り
ま
し
た
。
松
沢
弘
陽
君
は
鳥
取
一
中
い
ら
い
の
友
人
で
す
。
一
年
終
了
の

こ
ろ
父
君
の
転
勤
で
宇
都
宮
に
移
り
、
戦
争
末
期
に
音
信
不
通
と
な
り
ま
し

た
が
、
一
九
五
六
年
に
な
っ
て
東
大
法
学
部
の
院
生
と
し
て
丸
山
聖
霊
研
究

室
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
翌
年
に
日
本
政
治
学
会
が
大
阪

で
あ
っ
た
と
き
再
会
し
た
の
で
す
。
そ
の
折
藤
田
省
三
君
に
引
会
わ
さ
れ
ま

し
た
。
私
が
丸
山
眞
男
さ
ん
に
親
近
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
松
沢
、
藤

田
両
君
を
介
し
て
で
す
。
両
君
は
と
も
に
丸
山
さ
ん
の
後
継
者
と
目
さ
れ
た

人
で
す
が
、
京
都
で
孤
立
し
が
ち
な
1
私
は
マ
ル
キ
ス
ト
に
な
り
切
れ
ず
、

ま
た
理
論
家
で
も
あ
り
ま
せ
ん
1
私
を
遠
く
か
ら
は
げ
ま
し
て
く
れ
た
の
は

こ
の
両
君
で
し
た
。

　
本
日
は
、
私
が
こ
れ
ま
で
い
く
ら
か
の
仕
事
を
や
れ
た
要
因
と
し
て
、
第

一
に
読
史
会
の
歴
史
が
示
す
研
究
の
蜜
由
と
現
代
へ
の
関
心
の
強
さ
に
助
け

ら
れ
た
こ
と
、
第
二
に
京
大
人
文
研
時
代
に
す
ぐ
れ
た
先
生
と
友
人
に
恵
ま

れ
た
こ
と
、
第
三
に
京
都
と
い
う
東
京
か
ら
ほ
ど
よ
い
距
離
に
あ
る
場
所
で

く
ら
し
、
東
京
に
も
あ
り
が
た
い
先
輩
や
友
人
を
も
ち
え
た
こ
と
、
以
上
に

つ
い
て
申
し
の
べ
ま
し
た
。
ご
静
聴
に
感
謝
し
ま
す
。

　
①
　
小
論
脱
稿
後
、
吉
田
さ
ん
の
皇
国
史
観
の
特
色
に
｝
章
を
割
い
た
昆
野
伸
幸

　
　
『
近
代
日
本
の
国
体
論
㎞
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
高
年
〉
の
あ
る
こ
と
を
教
え

　
　
ら
れ
た
。
「
吉
田
三
郎
の
〈
皇
国
史
観
〉
批
判
」
（
咽
日
本
思
想
史
研
究
㎞
3
3
、
二

　
　
〇
〇
一
年
）
お
よ
び
「
「
皇
團
史
観
」
考
」
（
『
年
報
日
本
現
代
史
㎞
1
2
、
二
〇
〇

　
　
七
年
）
の
二
論
文
を
再
構
成
し
た
労
作
で
あ
る
。
興
南
練
成
院
練
成
官
と
し
て
赴

　
　
任
先
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
戦
死
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
・
京
都
橘
大
学
名
誉
教
授
）
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